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難 報

　　　　　　　　　最近の太陽活動琶電磁氣現象

去る七月九日の多くの日刊新聞は突如εして下の如き京城電報を載せた．

　入日午前入時から三時間，午後零時五十分から二時間に亙り全鮮の電信線が2－as

　に不通になつつたので涯信局で調査し7こごころ，強烈なる磁氣嵐の襲來が原因で

　朝鮮でに八年前相當大きなものが襲來L7ここEがあるが今度のapうに長時間（：わ

　7こつfここS　［t電信開設以來匡じめてのこピであろ匿いふ．

更に叉，薫る新聞は下の如き大連獲信の「電報通信一1を載せた．

　　【大蓮九日獲電通】満洲一帯に亙り入日早朝から午後九時の間に電信電話線に異

　檬の現象が現れ，電流の憂目甚だしく一時通信困難に階つた右ば地球の磁力線の

　不規則な一隅野猿動に基くもので，いにゆる「磁氣あらし」の現象亡認めらる・

　之れ等については，氣蝉声關係の陸封たちが皆磁導引及び太陽黒鮎に由

るものεいふ風に説明を加へたが，本誌二者の如き，Zド常から天文を知っ

てみる人々は此の太陽黒旧説を肯定される筈である．禽ほ此の頃，外回か

らの電報には次の如きものであっt：．

　【キングスベー十日獲芸　イタリー探瞼！鎌母船チツタ・デイ’ミラノ號の壌iぜる無

電によれば奮イタリや號乗組員中ブイグリエV少佐に傘ひられる一隊ば北緯入十

　一度二十一分東経二十毛度四十五分の氷原上に幕嘱してひ7こすら救護な待ち焦れ

　つyあっナこが最近二日間に亙り同隊よりの滑息に一切杜絶し7こ・右it目下極地一

　帯に起ってるる原因不明の一種の大氣の現象が短波長無電の通信7e妨害してみる

　結果ぜ推ぜられてるるがこれに二より救援隊の蒙る不便［工決して少くない・

之れで見るε，こんさの磁氣嵐は電信電話線だけでなしに．有名なノビレ

少將の北極探険隊の救助作業をも直接間接に妨げてみる．

　近頃，欧米から接取した新刊維誌によれば，欺洲でもやはり七日の夜か

ら八日の早朝へかけて大きい色面嵐が現はれ，其の最も激しかつナこ時は八

日の午前1時から同2時（グリニチ時間）で，磁針が80直上も偏漏した．叉，

ちょうさ此の時刻に著しいオーローラが現はれた由である．

　米國では．七日の午後9時45分頃（シカゴ時刻），ミシガン湖の東岸でカ

ンプ生活をしてみる學者kちがすばらしいオーローラを見たこ報じてみる

此のオーロ　一一うの明らさは非常なもので，全天の星の光りを消して了ひ，

僅かに「織女」の如き0等級の星の光のみが見え，腕時計の秒針や目盛りを
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讃み取るこεが出來たεいふ

　今，上記の日英米三ケ所の観測時間を比較するために，

の中央標準時に換算して見るミ，

皆の時刻を口本

京城では

七月八日午前8時
から3時間

同　日　午後0時
　50分から2時間

大連では

入日早朝から
　午後10時迄

英國では 米國では

八日午前10時から
同11時迄が最：も盛 入日午後0時45分

翻ち，閉れで見ても，全世界が殆ん5同じ時刻に此の大影響を感受しtこ

εが明らかである．倫ほもつざ精細なこεは各國各地の地磁氣観測のレコ

ードが登表され比較されるε判明するわけである．

　三三嵐やオー・一m一ラが太陽下鮎の影響であるこミは齪に確定した下説で

あって，從って，自分は1925年頃から，太陽の黒鮎活動が盛んになるにつ

れ，幾度も繰り返して，近く此等の珍らしい現象が現るこεを門下しt．

（例へば「天界」第60號の巻頭言を見よ）．しかしながら，太陽黒門の個・々の

ものミ地球上の電氣現象ミについては，未だ實は的確な關係が見つからな

いεいふのが，現今の學問罪の罪状であって，下れは誠に不思議ミ思はれ

るほさ不可解な難周題である．一口に『磁氣嵐やオーローラは黒鮎の影響

である」ミいふのも，要するに孕れは統計上の田下であって，決して個別

的には謹明されてみない．從って，例へば太陽面上に顔繁に黒黙が現はれ

る頃になるε磁氣嵐やオーV一ラ等が全膿ミして活躍する傾向があるミい

ふこSは言へるけれ♂，今一歩つき進んで，「現に太陽面の何所に黒黒占が見

えてみるから，必ず二月何日に地球上に於いてオーローラや二二嵐がある』

ミ明白に言ふこミ斗出來ない．

　本誌の前門にある如く，ちょう：ヨ此の大呼氣嵐のあった日，京都大學で

は柴田淑次君が18センチの望遠鏡で太陽の爲竃を見事に撮られナこ．此の七

月八日の朝は，太陽面の東端に近い邊に一群の大きい新旧鮎が見えてみた

零れが此度の磁氣嵐の原因か如何かは断言出來ない．しかし此の大黒黒占群

は，其の後，七月十日にも，七月十一日置も撮影（「天界」第90號第411頁を
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見よ）されたのを見て，盆々其の活動が嚢達したこSが明らかである．碕

ほ，此の黒鮎群は，諏訪の三澤氏の観測によれば，同氏の第970群こ呼ば

れてみるものであって，　其の前後毎日の活躍ぶりは本會の　BULLETIN

第143號によっても知るこEが出訴る．

　近著報によれば，去る七月十日の日，オランダ國ライデン大學天文皇で

開かれてるた國際天文同盟の総會の入々は同天文塁の25センチ望還鏡で此

の大黒鮎群を見て，皆々驚嘆けこ由であって，此の黒二二の面積は實に太

陽牛球面の700分の一を占むる大きさのものであった．（山本）

　　　　　　　　昨年度の長逼期攣光星の豫報成績

　近着のH，arvai’d　C．0．　Cercular　329に，1927年度の長週期攣光星の豫

報の成績が嚢表されf．登表者は同天文峯の攣光星係りであるカンA“；ルL，

Campbell氏である，材料は主εしてA．A．VS．0．点々員の観測約35000個

のものから得たのである．

　精一ブードで，長週期攣光星の極大期日ε極小期Nミを豫締し，叉之れ

を観測結果に照して成績を護表するこεは毎年のこεであって，現に

1917年度の豫鵬匡H．GO．　Circu］ar　197に，
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又，豫幸艮成績1弍　H・C・O・Circular　235　1こ，
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今回の1927年度のものを見るに，豫報の成績が年々良好になって來てる



難 報 ，es

るのは明らかであって，カンA“；ル氏の之れが自慢の趣である・例へば薙

に掲げてある総計432個の攣光星のうち，

豫報が5日以内で的中しナこものば，極大期についてば40％，極小期についてば34％

同　　10日　　　　　　　　　　同

区　　15日　　　　　　　　　　同

日　　250　　　　　　　　　　同

之れを全部ZF均して見るミ，

　　極大期日の豫報lt

　　極小期日　　　　　　　同　12・4

　此のカンベル氏の豫報ミ同様iに，
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；土均10・2日だけ外れて居り，

5．3％

70％

89％

　　　　　　　　　　　　　　　　　ドィヅのA．G．協會でも毎年攣光星の

極大光輝の日を二言してみるが，最近年は同志會の攣光星委員プラーグル

Prager氏がベルリン大學天文学のKleinere　VerC：ffentlichun9，．／n　O）中に此の

豫報を爽表してみる．此の豫報の的中の良否をカンベノレ氏が批評してみる

　所に嫁れば，

　　　5日以内の爵八議星力x　　　　　　24％，

　　　10日以内　　　　　　　　　　41％，

　　　15日以内　　　　　　　　　　　　　　　　58％，

　　　26日以内　　　　　　　　　78％

であって，李均εしては，豫報0）日が15．2日だけ早すぎる．しかし之れよ

　り十年前の1917年度には二二35日も外れてゐナこのだから，確かに進歩した

わけである．叉，上の成績で見るミ，大艦に於て，プラーグル氏の豫報よ

　りも，カンベル氏の豫報が良く的中するものであるこEは雫はれない．思

ふに此のカンベル氏の好成績なるこεは藪百人の會員を有するA．A．V．S．O．

會を背景にした彩しく新しい観測結果を用ふるに由るものである．之れに

反し，プラーゲル氏の方は，其の材料に可なり古い観測を澤山用みてみる

のであって，眞に信頼し得る確實な材料はナィランド，ホフマィスター，

　ライナー等の少藪の耳門家によって供給せられるもののみである．故に，

此の場合にはう少撒の專門家よりも多数のアマチュアの成績の方が信頼し

得るこミを物語ってみるわけである．

　　カンベル氏の報告から，寸寸ある星型の観測結果を書き抜いて見るミ，
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小遊星〔東京第1號〕の改正軌道

　さきに本誌第84號第134頁に〔Tol｛yo　I〕Eいふ新小遊星は，離心角62？遠

日1粘は天王星の外側にまでも届く稀代の珍星であるこεを，圖まで入れて

商始した・之れは東京天文皇ブレテン第3號（1927年九月20日登行）に出た

もので，軌道要素は蓮沼氏が1927年の一月23日，二〔1日，同7日の三回の

観測々定から算出したものであった・ミころが，今年七月30日附で歯並さ

れk東京のブレテン第19號を見るミ，1927年二月1日ミ7日の爲眞板測定値：

には誤りがあったこごが判明し，蓮沼氏が軌道計算をやり直しナこ．其の結

果，

近日黙通過
近日黒占引数

昇氣黒横経

軌道面の傾斜

離心角

属土毎日蓮：動角

長孚経（謝数）

公価週期

1924，5314
綴：ili｝（1927．0の春分黒日で）

　2　14　48．8

571”，681

0．526550

6．16347年

εなった．回れならばまつ普通の小遊星であって，何の攣哲もない，極め

て李凡な事件である．それにしても，奇抜な軌道要素を襲表して英米搦あ

ナこりの學者をびっくりさせナこのは一寸罪なこεであった．

　ちなみに〔TQkyo何番〕ξ呼ばれる小遊星は，最：近第15號まで進んだ，

　　　　　　　　　　　京都でも小遊星登見

　去る八月二十七日早曉，京都大學天文皇の中村要証は16センチの反射鏡

で春分鮎附近の爲眞を撮ってみた際，一つの新しい小遊星を嚢心した．光

度はユ4等級である．八月27日xS，九月；4日ご，同10日ざの此の星の位置か

ら柴田淑好心が下の如き軌道要素を算出しナこ．

ll舞陣触　灘轍謝吟
　長牛径（劃数）0．39777

であって，倫ほ数ケ月は観測される筈．（本會ブレテン第143號参照）
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　　　　　　　　　　　　「年鑑」編輯だより

　天文年鑑第1巻（本年號）は直行が熟れて皆が頁れ行きを心配しナこに拘ら

す一般首書界の時好に適したε見え，獲費後まもなく藪千部を頁り齢した

好況であった．憧れに勢ひを得て，倫ほ一一・reの好結果を得んだめ，來年度の

第二巻は去る六月頃から原稿の作製にかNつて，同人たちが分細してるる．

こんさは編輯主任が山本一一清教授になった．そして七月末には早くも編輯

の大部分を終り，八月二十日から原稿は印刷場の方へ迭られ，八月二十七

日から以後，目下績々校正中である．此の分ならば十一月中には市場へ出

るだらう．

　内容にも可なり刷新が加へられてるる．多くは頁撒唐墨であって，例へ

ば，巻頭言の新宣言は言ふまでもないこEであり，暦の上の1929年にも夏

に世界的見地からの改造があり，星座欄には古文穿や文學書に見えるやう

な珍らしい星座名の一覧表を加へ，「天球」の説明には一一ff大の圖を加へ，

太陽や月の表は内容を十倍して，毎日の位置や慶動を載せ，爾ほ太陽や月

の美しい爲眞を多く加ヘナこ、來年は月蝕は無いが，日蝕2回のうち五月九

口の方は大に力こぶを入れて計算や圖を入れてみる．小遊星の表ε説明文

Sは全然組み換へ大畑張，又，各遊星表にも多くの改良を加へ，天王星こ

海王星εは観測者の便利のために星圖を入れた。彗星の表にも新味を加へ，

爾ほ説明文中にハレイ，エンケ等の大切な星の表を年高しtc．恒星の一般

解説は倍加し，大星圖は改良した．又，新たに北極星の位置や離角の表を

加へ，攣光星部では不規則星や新星の欄を倍大にした。双，光度曲線を嘲

いた．連星では翫知軌道の総表ε軌道圖を加へ，星雲の部では渦巻星雲の

新知識を文ε爲眞εで追加，大宇宙の購造に面する頁を新ナこに作った．緯

度弘化要素表には水澤の槻測所の構威者の助力を得た．叉，日本に於ける

地球重力の一一覧表や，赤経赤緯こ銀経銀緯：Sの封照顧は本號猫特のもので

ある・本邦天文學者一覧表も珍らしいものである．

　全艦の頁数は約310頁になつfe．しかし慣は多分1．50圓が維持されるだ

らう．


